
安
倍
総
理
大
臣
が
突
然
の
辞
意
を
表
明
。
首
相
退
陣
が
直
接

に
は
体
調
不
良
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
に
せ
よ
、
こ
の
政
権
の
内

政
・
外
交
・
コ
ロ
ナ
対
応
の
行
き
詰
ま
り
は
覆
い
難
く
、
政
権

が
残
し
た
立
憲
主
義
、
国
民
生
活
、
民
主
主
義
破
壊
の
傷
跡
は

あ
ま
り
に
大
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。
い
っ
ぽ
う
で
、
安
倍
氏
が

執
念
を
燃
や
し
た
憲
法
９
条
改
定
を
阻
止
し
た
こ
と
は
国
民
運

動
の
大
き
な
成
果
で
す
。
今
ま
さ
に
、
一
つ
の
新
し
い
激
動
的

な
時
代
が
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

流
山
市
議
会
は
６
月
議
会
で
一
般
質
問
を
自
粛
・
中
止
。

「
こ
の
国
難
に
議
会
は
何
を
し
て
い
る
の
か
」
と
の
お
叱
り
の

声
も･

･
･

。
９
月
議
会
で
は
、
一
般
質
問
、
委
員
会
審
議
、
意
見

書
提
案
な
ど
を
通
じ
て
、
秋
・
冬
に
も
心
配
さ
れ
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
「
第
３
波
」
へ
の
対
策
等
、
市
民
生
活
の
安
全
・

安
心
を
確
保
を
す
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

い
ぬ
い
紳
一
郎
議
員

９
月
10
日
（
木
）
午
前
11
時
頃

１
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

①
、
市
長
は

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
を
収
束
さ
せ
る
た
め
に
ど

の
よ
う
な
対
策
が
必
要
と
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ

の
た
め
に
市
長
と
し
て
ど
の
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
て
き
た
の
か
。

②
、
医
療
提
供
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
以
下
の
と
お
り
問
う
。

ア
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
条
例
」
に
も

と
づ
く
、
医
師
会
や
医
療
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て

イ
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
が
よ
う
や
く
本
市
で
も
開
設

さ
れ
た
が
、
検
査
体
制
を
ど
う
拡
げ
て
い
く
の
か
。

ウ
、
陽
性
者
を
治
療
や
保
護
・
隔
離
す
る
た
め
の
病
床
や

療
養
施
設
を
確
保
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

エ
、
感
染
予
防
備
品
の
不
足
に
備
え
た
マ
ス
ク
、
防
護
具

な
ど
の
備
蓄
に
つ
い
て
、
他

③
、
医
療
機
関
の
多
く
が
経
営
危
機
を
迎
え
て
い
る
。
地
域

医
療
の
現
状
を
ど
う
認
識
し
、
地
域
医
療
の
崩
壊
を
防
ぐ

た
め
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
る
の
か
。

２
、
集
中
豪
雨
で
河
川
が
は
ん
濫
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る

が
、
江
戸
川
の
は
ん
濫
を
想
定
し
た
防
災
対
策
は
ど
こ
ま

で
進
ん
で
い
る
の
か
。

高
橋
あ
き
ら
議
員

９
月
10
日
（
木
）
午
後
１
時
頃

１
、
小
中
学
校
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

①
、
子
ど
も
と
教
職
員
の
健
康
と
命
を
守
り
、
よ
り
よ
い
教

育
の
維
持
・
充
実
に
つ
い
て
、
教
育
長
の
見
解
を
問
う
。

ア
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
不
安
と
ス
ト
レ
ス
、
学
習
に
対

す
る
課
題
等
、
児
童
生
徒
の
実
態
を
ど
う
捉
え
て
い
る

の
か
。

イ
、
長
時
間
過
密
労
働
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
等
で
教
職
員
の
負
担
が
増
え
て
い
る
と
捉
え
て
い
る

が
、
教
職
員
の
実
態
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

ウ
、
新
し
い
生
活
様
式
や
身
体
的
距
離
の
確
保
と
、
「
40

人
学
級
」
と
で
は
矛
盾
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

他

２
、
学
生
応
援
給
付
金
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

３
、
学
童
保
育
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

①
、
三
密
対
策
や
消
毒
液
の
補
充
等
、
指
定
管
理
者
と
の
連

携
を
は
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
他

４
、
東
部
地
域
の
森
の
保
全
に
つ
い
て

５
、
東
部
地
域
、
前
ヶ
崎
城
址
付
近
の
散
策
路
整
備
に
つ
い
て

小
田
桐
た
か
し
議
員

９
月
10
日
（
木
）
午
後
２
時
頃

１
、
指
定
ご
み
袋
の
導
入
計
画
に
つ
い
て

２
、
社
会
福
祉
法
人
に
お
け
る
法
令
順
守
の
取
り
組
み
・
徹
底

に
つ
い
て

３
、
介
護
・
高
齢
者
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

①
、
介
護
事
業
所
に
お
け
る
全
国
調
査
で
は
、
過
半
数
が
減

収
と
な
り
、
倒
産
件
数
は
全
国
で
58
件
と
介
護
保
険
法
が

施
行
さ
れ
て
以
降
で
最
多
と
な
っ
た
。
ま
た
現
場
か
ら
は
、

様
々
な
声
が
聞
か
れ
て
い
る
が
、
市
の
取
り
組
み
を
問
う
。

②
、
厚
労
省
通
知
に
よ
り
、
「
感
染
症
に
よ
る
影
響
を
利
用

者
に
負
担
さ
せ
る
」
、
「
算
定
に
当
た
っ
て
利
用
者
の
了

解
を
必
要
と
し
、
利
用
者
間
で
格
差
が
生
じ
る
」
な
ど
様
々

な
課
題
が
散
見
さ
れ
る
が
、
市
の
取
り
組
み
を
問
う
。

③
、
高
齢
者
施
設
等
で
陽
性
者
が
発
生
し
た
場
合
は
、
医
療

機
関
へ
入
院
さ
せ
て
治
療
・
療
養
体
制
を
保
障
で
き
る
よ

う
体
制
強
化
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
他

４
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
お
け
る
住
民
生
活
の
維
持
や

感
染
機
会
を
削
減
・
行
動
変
容
の
徹
底
等
を
行
う
た
め
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

①
、
『
緊
急
小
口
資
金
貸
付
』
の
支
給
遅
れ
対
策
と
し
て
松

戸
市
の
よ
う
に
つ
な
ぎ
融
資
（
立
替
払
い
）
を
実
施
す
べ

き
だ
が
ど
う
か
。

②
、
市
内
居
住
者
に
お
け
る
感
染
者
の
完
治
の
有
無
や
後
遺

症
の
状
況
把
握
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
状
況
等
情
報
開
示

や
情
報
収
集
を
い
っ
そ
う
強
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

③
、
自
宅
療
養
と
な
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
へ
の
生
活
支
援
や
、

親
御
さ
ん
等
家
庭
内
で
感
染
者
が
出
た
場
合
の
子
ど
も
の

受
入
支
援
を
創
設
す
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。
他

５
、
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

発
行

日
本
共
産
党
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山
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事
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７
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議
会
事
務
局

７
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５
０
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０
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会

期

９
月
３
日
～
10
月
６
日

34
日
間

（
議
案
25
件
、
陳
情
４
件
、
発
議
７
件
他
）

９
月

３
日
（
木
）
本
会
議

午
後
１
時
開
議

８
日
（
火
）
～
11
日
（
金
）

一
般
質
問

午
前
10
時
～

14
日
（
月
）
総
務
委
員
会

15
日
（
火
）
教
育
福
祉
委
員
会

16
日
（
水
）
市
民
経
済
委
員
会

17
日
（
木
）
都
市
建
設
委
員
会

23
日
（
火
）
～
29
日
（
火
）
決
算
特
別
委
員
会

植
田
和
子
議
員
が
担
当

10
月

６
日
（
火
）
本
会
議

午
後
１
時
開
議

議
案
・
陳
情
・
意
見
書
な
ど
採
択


